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一

井

明

文

中
世
期

に
於
け
る
佛
敏
、
所
謂
鎌
倉
時
代
、
足
利
時
代

分
佛
敏
は
隆
盛
を
極
め
た
。
就
中
灘
宗
殊
に
臨
濟
灘
の
機

展
は
凡
ゆ
る
文
化
に
貢
献
を
し
た
の
で
あ

つ
て
、
こ
の
方
面
で
は
、
曹
洞
黄
桀
を
凌
駕
し
て
ゐ
る
。
建
仁
寺
榮
西
灘

師

に
依

つ
て
輝
宗
が
提
唱
さ
れ
た
時
代
は
天
台
宗
、
眞
言
宗
よ
り
猛
烈
な
歴
迫
を
受
け
て
彼
我

の
間

に
軋
礫
を
生
じ
、

純
粋
な
輩
傳
直

指
の
妙
法
即
ち
達
磨
宗
を
弘
布
す
る
事
が
出
來
す
、
天
台
、
眞
言
、
の
分
子
を
包
含
し
た
灘
宗

で
有

つ
た
。
然
し
乍

ら
中
世
期
帥
ち
鎌
倉
時
代

に
な

つ
て
、
宋
國
よ
り
蘭
漢
道
隆
、
租
元
子
元
、
の
二
大
徳
が
來
朝
し
幕

府
の
露
依
を
受
け
る
に
至

つ
て
純
粋

の
灘
宗
が
螢
展

の
段
階

に
入
る
事
が
出
來
た
わ
け
で
あ
る
。
泄

元
の
高
足
佛
國

々
師
が
出
で
、
蘭
漢
の
高
足
大
懸
國
師
が
出

で
、
、
佛
國

寿
師

は
那
須
の
雲
巖
寺
、
大
鷹
國
師
は
博
多
の
崇
輻
寺

に

於
て
、
東
西
相
並
ん
で
法
鼓
を
鳴
ら
さ
れ
た
。
佛
國

々
師

の
高
足
夢
窓
疎
石
輝
師
、
大
鷹
國

々
師

の
高
足
宗
峰
明
超

藤

師
が
出
ら
れ
、
倶

に
京
都

し
於
て
輝
宗
史
上
黄
金
時
代
を
築
さ
上
げ
、
殊
に
夢
窓
疎
石
暉
師
は
七
朝

の
天
皇

よ
り

御
崇
敬
を
受
け
、
當
時
暉
宗

の
上
で
重
要
な
る
地
位
を
占
め
て
お
ら
れ
た
。
所
謂
七
朝
國
師

は
申
す
ま
で
も
な
く
夢

窓
國
師
を
申
上
げ

る
の
で
あ
る
。
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國
師

は
宇
多
天
皇
九
世
の
孫

に
當
ら
せ
ら
れ
、
母
は
李
氏
、
観
音

に
薦

つ
て
後
宇
多
天
皇
建
治
三
年
十

一
月
朔
日
、

伊
勢
國
河
藝
郡
合
川
村
佐

々
木
朝
綱
の
邸

に
て
御
生
誕

に
な

つ
た
。
十
八
歳

に
し
て
天
台
、
眞
言
を
研
究
さ
れ
た
が
、

生
死
の
問
題
に
逢
着
す
る
と
、
何
等
盆
す
る
事
な
か
つ
た
の
で
、
之
れ
を
捨
て

、
灘
宗
に
入
門

せ
ら
れ
、
建
仁
寺

の

無
隠
圓
範
暉
師

に
學
び
、
然

る
後
佛
國
國
師

に
就

い
て
實
参
實
究
辮
道
に
精
進
し
途
に
佛
國

々
師

の
印
可
を
受
け
ら

れ
た

の
で
あ
る
。
時

の
執
椹
北
條
高
時
夫
人
畳
海

が
國
師
を
鎌
倉

に
招
か
れ
た
時
、
國
師
は
土
佐
國
吸
江
苓

に
隠
れ

た
の
で
あ
る
が
、
途

に
畳
海
夫
人

の
懇
請
に
鷹
じ
て
、
國
師
は
横
須
賀

に
泊
船
巷
を
建
立
し
て
住
庭
と
せ
ら
れ
た
。

蓋
し
國
師

の
風
格
顯
榮

の
人
に
接
す
る
を
好
ま
れ
な
い
と
云
ふ
事
は
明
ら
か

で
あ

る
。

鎌
倉
幕
府
末
期
に
際
し
て
國
師

は
皇
室
並
に
幕
府
重
臣
に
封
し
て
陞
座
読
法
せ
ら
れ
、
特

に
後
醍
醐

天
皇
と
の
關

係
が
厚
か

つ
た
。
夢
窓
國
師
は
ま
た
南
輝
寺

に
幕
府

の
嚴
命
に
僑
り
て
住
山
、
鎌
倉

の
浄
智
寺
、
瑞
泉
寺
、
圓
畳
寺
、

甲
斐

の
恵
林
寺
に
住
山
、
其
後
執
灌
高
時
が
夢
窓
國
師
を
建
長
寺

の
住
職
に
願

つ
た
け
れ
ど
も
幕
府

の
末
路
を
先
見

さ
れ
た
の
で
あ
ら
う
慮
ぜ
ら
れ
な
か

つ
た
。
後
、
建
武
中
興
の
代
と
な
む
足
利
愈
氏
と

の
關
係
が
始
ま
り
、
後
醍
醐

天
皇

は
奪
氏

に
命
じ
て
國
師
の
爲

に
亀
山
法
皇

の
御
離
宮
を
臨
川
寺
と
改
め
て
國
師
を
住
山
と

せ
ら
れ
た
。

建
武

元
年
九
月
、
後
醍
醐
天
皇
は
國
師

に
衣
鉢
を
受
け
て
弟
子
の
禮
を
執
ら
れ
、
南
麗
寺

に
再
び
住
命
を
も
た
れ
、

畏
く
も
天
皇

は
南
灘
寺

に
行
幸
せ
ら
れ
二
日
間
御
駐
螢

に
な

つ
た
の
で
あ

る
。

か
く
て
夢
窓
國
師

の
徳
風
が
天
皇

並
び
に
將
軍
問
に
如
何
に
敬
慕
せ
ら
れ

て
お
つ
た
か
を
知
る
事
が
出
來
、
建
武

夢
窓
國
師
と
興
騨
護
國

(
二
)
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夢
窓
國
師
と
興
暉
護
國

(
三
)

中
興
の
原
動
力
と
し
て
、
國
師
の
法
力
は
.尊
い
礎
と
な

つ
た
こ
と
を
知
り
得
る
。
北
條
氏
の
滅
亡
に
よ
り
て
麗
宗
も

一
時
影
を
ひ
そ
め
た
感
が
あ

つ
た
が
、
國
師

の
南
繹
寺
再
住

に
よ
り
て
專
心
暉
宗
復
興
に
責
紐
を
持
た
れ
た
の
で
、

輝
宗
は
盆

々
隆
盛
を
極
め
た
。

天
皇

は
建
武

二
年
十
月
十

一
日
國
師
を
臨
川
寺
開
山
と
せ
ら
れ
、
御
震
翰
を
賜
り
、

夢
窓
國
師

の
號
を
賜

つ
た
の
で
あ
る
。
生
前

に
於

い
て
國
師

號
を
下
賜
さ
れ
た
事
は
國
師
が
朝
廷
よ
り
如
何
に
親
任

を
集
め
て
ゐ
た
か
を
物
語

る
も

の
で
あ

る
。

其
後
建
武
中
興
の
大
業
が
敗
れ
て
後
醍
醐

天
皇
か
度

存
曾
氏

の
爲

に
種
々
御
難
儀

に
遭
は
れ
、
曾
氏
、
義
貞
と

の

衝
突
よ
り
官
軍
と
尊
氏
と
の
璽

と
な
り
、
奪
氏
は
京
都

で
義
貞
之
戦

つ
て
敗
北
し
た
。
時

に
國
師
は
南
暉
寺
を
退
山

さ
れ
た
。
何
と
な
れ
ば
國
師
は
奪
氏

の
推
墨

に
依

つ
て
後
醍
醐

天
皇
と
の
關
係
が
深
く
な

つ
た
事
を
御
考

へ
に
な
り
、

奪
氏
敗
北

の
爲

に
苦
境
に
た

、
れ
た
の
で
は
な

い
か
と
考

へ
ら
れ
る
。

斯
様

に
し

て
麗
師
と
.尊
氏
と
の
關
係
は
深
ま
つ
た
が
、
尊
氏
が
大
軍
を
以
て
東
上
し
た

～
め
、
湊
川
に
て
楠
正
成

戦
死
を
な
し
、
後
醍
醐
天
皇
も
途

に
京
都
を
離
れ
ら
れ
た
こ
と
は
周
知

の
事
實

で
あ
る
。
奪
氏
は
、
か
や
う
に
逆
賊

で
は
あ

つ
た
が
、
國
師

に
封
す
る
露
依
は
篶

か
つ
た
。
そ
れ
は
.奪
氏
が
國
師

の
高
徳
を
慕

つ
て
入
門
し
て
よ
り
盆
々

敬
慕
の
念
止
む
事
な
く
、
國
師

の
爲
め
に
京
都

に
於
け
る
軍
兵
の
臨
川
寺
を
侵
略
す
る
事
を
嚴
禁
し
た
文
書
が
痩

つ

て
居

る
に
よ

つ
て
も
知
り
得
る
。
國
師
は
奪
氏

に
鋤
め
て
日
本
各
所

に
利
生
塔
、
安
國
寺
を
建

立
せ
し
め
ら
れ
た
。

夫
れ
は
多
年
兵
齪
の
巷

と
化
し
て
幾
多
の
將
士
を
殺
し
た
葬
障
消
滅

の
爲

に
或
は
叉
元
弘
以
來
の
…載
死
者
の
菩
提

を

◎
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追
輻
さ
れ
た
結
果

に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
暦
鷹

二
年
後
醍
醐

天
皇
崩
御
せ
ら
れ
る
や
、
奪
氏
は
直
義

と
倶
に
北

朝
の
光
嚴
上
皇

に
奏
上
し
て
後
醍
醐
天
皇

に
封
し
奉
b
、
自
己
の
罪
業
を
深
謝
す
る
目
的
で
天
皇

の
皇
居
た
り
し
轟

山
殿
を
暦
鷹
資
聖
縄
寺
と
名
づ
け
、
夢
窓
國
師
を
開
山
と
し
て
迎

へ
、
後
醍
醐

天
皇

の
御
冥
輻
を
所
ら
れ
た
び
國
師

は
語
録
の
中

に
、
「
此
乃
積
劫
業
績
之
使
"然
也
。
業
績
因
由
非
赤

他
作
噌。
只
是

一
念
無
明
之
所
レ威
也
。
」
と
述

べ
て

ゐ
る
。

右
の
語
録
に
依

る
と
、
國
師
自
ら
、
吉
運
の
窮

つ
た
原
因
は

「
只
是

一
念
無
明
所
感
」
.と
喝
破
さ
れ
、
大
將
軍
曾

氏
、
左
武
衛
特
軍
直
義
を
し
て
噺
憶

心
を
起
さ
し
め
た
こ
と
が
窺

は
れ
る
。
國
師
は
尊
氏
を
し
て
元
弘
以
來
の
行
蹟
、

殊

に
後
醍
醐
天
皇

に
封
し
て
の
行
動
を
深
く
悔
恨
陳
謝

す
る
と
同
時

に

一
切
の
陣
波
者

の
霊
魂
を
追
輻
す

る
の
目
的

を
以

つ
て
、
前

述
の
利
生
塔
、
安
國
寺
を
建
立
せ
し
め
た
の
で
あ

る
。
我

身
は
こ
、
に
奪
氏
、
直
義
を
し
て
過
去
の

罪
業
を
臓
悔

し
て
悔
恨

の
情
、
陳
謝
の
誠
を
起
さ
し
め
た
の
は
、
勿
論
、
夢
窓
國
師

の
読
得

の
然
ら
し
む

る
所

で
有

つ
た
こ
と
を
銘
記
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

--

奪
氏
兄
弟

の
佛
敏
信
仰
に
關
し
て
は
彼
等
の
信
仰

に
よ
つ
て
、
自
磯
的

に
、
或
は
清
水
寺
に
観
音
を
信
仰
し
、
或

は
地
藏
奪
を
書
い
た
こ
と
や
、
或
は
奪
氏
、
直
義
は
國
師
と
共

に
寳
積
脛
を
筆
寓
し
、
日
に
政
務

の
絵
暇

に
は
屡
灘

辮
道
を
怠
ら
す
自
己
究
明
に
心
を
專
ら

に
し
た
事
等
を
綜
合
し
て
観
察

す
る
時
、
佛
教
特

に
職
宗
史
上
重
要
な
る
役

割
を
演
じ
た
こ
と
は
否
定

さ
れ
な

い
。

こ
れ
皆
國
師

の
薫
陶
の
然
ら
し
む

る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
斯

く
の
如
く
後
醍
醐

勢
窓
國
師
と
興
藤
護
國

(四
)
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夢
窓
國
師
と
興
灘
講
醗

(五
)

天
皇
を
始
め
奉
り
、
奪
氏
、
直
義
、
の
露
依
を
受
け
ら
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
北
朝
の
天
皇
、
光
嚴
上
皇

、
光
明
天

皇
、
皇
室
か
ら
御
蹄
依
を
受
け
ら
れ
各

々
衣
鉢
を
受
け
て
屡

々
法
を
聴
か
れ
た
と
云
ふ
事
で
あ
る
。
観
鷹
元
年
國
師

が
病
氣

に
罹
ら
れ
た
時

に
は
畏
れ
多

く
も
朝
廷
・.が
り
侍
讐
を
御
差
遣

に
な
り
國
師

の
病
氣
が
癒

つ
た
と
云
ふ
事

で
あ

る
。
斯
か

る
歌
態

か
ら
考
察
し
て
も
如
何
に
重
用
さ
れ
た
か
y
窺
は
れ
る
。

叉
語
録

に
依
る
と
尊
氏
が
國
師

に
文
書
を
邊
り
末
代
迄
天
龍
寺
に
蹄

依
し
若
し
子
孫
に
し

て
不
義
違
齪
を
起
す
あ

れ
ば
不
孝
義
絶
の
者
た
る
可
し
と
言
ふ
事
が
後
醍
醐

天
皇

の
法
會
が
北
朝

に
於
て
螢

ま
れ
た
時
奪
氏
が
交
書
を
天
龍

寺

へ
提
出

し
て
居

る
。
奪
氏
が
國
師
を
信
仰
し
、
奪
崇

せ
し
事
が
更
に
了
解
出
來
る
。

足
利
奪
氏
に
關
し
て
は
種

々
論
議

さ
れ
て
居
る
が
、
足
利
奪
氏
の
信
仰
心
に
依

つ
て
佛
教
史

上
で
は
親
し
く
夢
窓

國
師

の
薫
陶
を
受
け
て
灘
門

に
蹄
依
し
て
當
時

の
灘
宗

の
上
に
武
門
と
し

て
偉
大
な

る
功
績
を
た
て
た
こ
と
は
認

め

て
何
等
差
支
な
き
事

で
は
な
か
ら
う
か
と
思

ふ
。
日
本
佛
教
史
上
に
於

て
は
暉
宗
隆
盛
時
代
、
夢
窓
國
師

の
徳
風
と

共

に
黄
金
時
代

の
基
礎
を
築
い
た
武
士
と
し
て
忘
却
す
る
事
は
出
來
な
い
の
で
あ
る
。
後
醍
醐
天
皇

の
御
冥
薦
を
所

る
目
的
趣
旨
の
爲
に
建
立
さ
れ
た
大
本
山
天
龍
寺

こ
そ
奪
氏
の
悔
恨
臓
悔

の
情

の
登
露

で
な
け
れ
ば
な
ち
な

い
。
夢

窓
國
師
も
當

時
南
朝
と
北
朝

の
孚

に
關

し
て
は
相
當
日
夜
御
心
配

に
な
ら
れ
た
事

と
思

ふ
。
奪
氏
の
信
仰
は
胸
庭
迄

も
國
師

の
薫
陶
に
預

つ
て
力
あ
る
事
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

夢
窓
國
師

は
朝
廷
武
家
に
曾
崇
せ
ら
れ
た
事
は
輩

に
佛
教
上
ば
か
り
で
な
く
、
政
治
方
面

に
呑
及
び
、
尊
氏
兄
弟
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と
高
師
直
と
の
不
和
を
和
睦

せ
し

め
、
最
も
重
要
な
る
事
は
南
朝
、
北
朝
、

の
和
睦
斡
旋
の
勢
を
取

つ
た
と
云
ふ
事

で
あ
る
。
南
北
朝
封
峙
し
て
幾
萬
の
生
難
が
命
を
失
ひ
,
南
北
爾
朝

の
璽
、
帥
ち
朝
廷
と
朝
廷
と
の
孚
を
歎
か
は
し

く
威
ぜ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
夫
の
和
睦
が
假
令

↓
時
的

に
も

せ
よ
計
書

せ
ら
れ
た
事
は
、
國
師

に
限
ら
れ
た
張
さ

で
あ
り
、
他
人
の
干
渉
の
飴
地
を
見
出
さ
な

い
の
で
あ

る
。
國
師
が
圓
満
な
性
格
の
持
圭

で
あ

つ
た
事
が
知
ら
れ
る
。

然
し
な
が
ら
國
師

は
自
ら
進
ん
で
朝
廷
、
灌
勢

に
近
づ
く
事
は
し
な
か

つ
た
。
國
師

の
師
匠
、
佛
國

々
師
と
同
様
権

勢

に
媚

び
る
事
は
な
か

つ
た
の
で
あ
る
。

然
し
乍
ら
却

つ
て
朝
廷
の
奪
崇
を
國
師

一
身

に
集
め
七
朝
國
師

の
稻
號
を
授
け
ら
れ
た
。
即
ち
建
武

ご
年
十
月
十

一
日
、
後
醍
醐
天
皇

よ
り
夢
窓
國
師
。
貞
和
二
年
十

一
月
二
十
六
日
、
光
明
天
皇

よ
り
正
畳
國
師
。
観
鷹

二
年
八
月

十
五
日
、
光
嚴
上
皇
よ
り
、
心
宗
國
師
。
延
文
三
年
九
月
六
日
、
後
光
嚴
院
よ
り
普
濟
國
師
。
鷹
安
五
年
九
月

二
十

九

日
、
後
圓
融
院
よ
り
玄
猷
國
師
。
寳
徳

二
年
八
月

二
十
七
日
、
後
花
園
天
皇

よ
ケ
佛
統
國
師
。
文
明
元
年
十
月
二

十
七
日
、
後
土
御
門
天
皇

よ
り
大
園
國
師

の
號
を
授
け
ら
れ
た
。
斯

く
の
如
き
例
は
絶
無

に
し
て
、
七
朝
國
師
と
は

夢
窓
國
師

に
限
ら
れ

て
ゐ
る
総
川號

で
あ
る
。

國
師

の
草
創
さ
れ
た
寺
院
は
、
三
十
七
歳
龍

山
藩
(
甲
州
)
、
三
十
九
歳
、
古
難
山
(
濃
州
)
、
四
十
四
歳
吸
江
巷

(

土
州
)
、
四
十
五
歳
、
泊
船
巷
(
横
州
)
、
四
十
九
歳
退
耕
苓
(
上
総
)、

五
十
二
歳
善
鷹
寺
(
伊
勢
)
、
南
芳
巷
(
鎌
倉
)
、

五
十
三
歳
瑞
泉
寺
(
相
州
)
、
五
十
六
歳
慧
林
寺
(
甲
州
)
、
五
十
八
歳
、
瑞
光
寺
(
播
州
)
五
十
九
歳
臨
川
寺
(
山
城
)
、

夢
窓
國
師
と
興
描
護
國
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)

六
十

一
歳
澤
居
寺
(
甲
州
)
、
六
十
五
歳

天
龍
寺
(
山
城
)
、
六
十
六
歳
補
陀
寺
(
阿
州
)
、
等
多
藪

に
上
つ
て
ゐ
る
。

省
徒
弟
教
育

に
力
を
用
ひ
ら
れ
、
國
師

の
盛
徳

一
世
を
風
化
し
、
上
王
公
よ
り
下
ナ
庶
人

に
至
る
迄
、
得
度
入
門

を
求
む
る
も
の
無
慮

一
萬

三
千
四
十
五
人
有

つ
た
と
云
ふ
事

で
あ

る
。
就
中
高
徳
は
、
無
極
至
玄
。
春
屋
妙
龍
。
青

山
慈
水
。
徳
里
周
佐
。
大
法
大
蘭
…。
観
中
中
諦
。
絶
海
中
津
等
最
も
有
名
で
あ

る
。

夢
窓
國
師

は
斯

く
の
如
く
天
性
高
潔

に
し
て
温
和
な
人

で
あ
り
日
本
佛
敏
史
上
に
於
い
て
も
國
師

に
匹
敵
す
る
人

物
を
見
出
す
事
は
出
來
な

い
。
將
軍

に
封
し

て
精
紳
的
影
響
を
與

へ
た
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
奪
氏
直
義
を
し
て
後
醍

醐

天
皇

に
封
し
奉

つ
て
行
つ
た
元
弘
以
來
の
罪
業
の
障
滅
を
な
さ
し
め
た
事
は
、
宗
教
家
と
し
て
の
本
分
を
完
全
に

霊
し
て
ゐ
る
も
、の
と
云
ふ
べ
き
で
あ

る
。

實

に
歴
代
の
聖
天
子
は
御

一
人
と
し
て
佛
教

の
興
隆
を
圖
ら
れ
な
か

つ
た
御
方
は
な

い
。
今
暫
く
他
宗
は
置
き
、

輝
宗
殊

に
臨
濟
宗
の
方
面
か
ら
論
す

る
と
花
園
法
王
に
於
け
る
大
燈
國
師
、
妙
心
寺
開
山
無
相
大
師
。
後
醍
醐
天
皇

に
於
け
る
天
龍
寺
夢
窓
國
師
、
次

燈
國
師
の
如
き
は
、
何
れ
も
師
弟

の
禮
を
取
ら
れ
参
藤
遊
ば
さ
れ
た
と

云
ふ
事
で

あ
る
。
斯
檬

に
皇
室
と
麗
宗
と
の
關
係
は
古
來
よ
り
今

日
迄

一
貫
し
て
居
り
、
國
家
を
…鎖
護
す

る
事
は
即
ち
藤
宗
を

興
す
事
と
な
り
、
灘
宗

の
隆
盛

は
、
同
時
に
國
家
を
…鎖
護
す

る
に
外
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

中
世
期

に
於
け
る
輝
宗
史
上
、
夢
窓
國
師

の
徳
風
は
四
海
を
風
靡
し
て
、
黄
金
時
代
を
現
出

し
た
事
は
、
當

時
代

を
代
表
し
て
七
朝
の
天
皇

の
戒
師
と
な
ら
れ
た
事

に
依

つ
て
考

へ
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
職
宗
勃
螢
し
ズ
東
煽
寺
聖

一
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國
師

に
朝
廷
よ
り
國
師
號
が
御
下
賜
に
な

つ
て
か
ら
七
百
有
絵
年
、
歴
代
天
皇

は
悉
く
灘
門

に
御
蹄
依
に
な
り
國
師

號
の
宣
下
は
五
十
飴
人

に
達
し
て
ゐ
る
の
で
有
る
。
佛
教
を
御
崇
信
遊
ば
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
皇
族
方
の
御
入
門

遊
ば
さ
れ
た
事
は
幾
許
で
あ
ら
う
。
誠

に
今
日
灘
宗
は
皇
室
の
御
恩
澤
に
浴
し
な
が
ら
、
皇
室
と
佛
敏
並
に
輝
門
と

「
貫
し
て
奪
き
歴
史
が
永
久
に
光
輝
を
放

つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

現
非
常
時
局

に
當

つ
て
萬
國
無

比
の
國
燈
を
興
隆
螢
展
す
る
事
は
、
日
本
國
民
と
し

て
、
宗
敏
家
の
重
大
使
命
で

あ
る
事
を
自
畳
し
て
、
使
命
達
成
に

一
路
遇
進
す
べ
き
で
あ

る
と
思
は
れ
る
。

一

佛

敏

之

要

旨

世

の
妄
想
家
或

は
臼
く
、
佛
法

は
丈

明
欧
治
を
稗
補
す
る

の
力
無
く
、
丈
明

の
宗
教

に
適

セ
ざ

る
故

に
理
世
界
智

世
界

の
進

む

に
随

ひ
…齪
を
潜

め
て
遠
く
遁
れ
ん
と
、
…
…
汝
若
し
顛
倒
狼
狽

の
中

に
も
顛

倒
狼
狽

せ
ず
、
災
厄
疾
病

の
間

に
も
災

厄
疾
病

せ
ず
、

一
息
噺

絶

の
時

に
も
超
然
死

せ
ざ
る
底

の
大
丈
夫

の
漢

と
な
ら
ん
と
欲

せ
ば
、
須
ら
く

三
世
貫
通

の
活
眼
を
勢
開
し

て
、
稠
脱
無

依

の
主
人
公
を
活
捉

せ
よ
、

此
の
主
人
公

こ
そ
、
前

に
謂

ふ
所

の
天
貫

佛

に
し
て
、

狽
此

の

一
地
球

の
み
な
ら
ず
、

三
千
大
千
世

界

の
森

羅
萬
象
、
有
情
非
構

を
引
包

み
て
逡
さ
ざ

る
璽
物
な
れ
ば
汝
が
此
上
な
く
思

へ
る
理
世
界

智
世
界

は
大
海

の

』
滴
、
九
牛

の

一
毛

に
だ
も
當

ら
ず

、
誠

に
笑
止

の
至
り
な
り
。
我
國

に
は
何

の
幸

か
天
も
覆
ふ
こ
と
能

は
ず
、
地
も
戴
す

る
こ
と
能

は
ず

、

理
世
界
智
世
界
を
方
寸

の
中

に
牧

め
て
富
貴
貧
賎
も
蕩
か
す
こ
と
能

は
ず
、
白
匁
威
武

も
屈
す

る
こ
と
能

は
ざ

る
底

の
大
丈
夫
を

造

り
出
す

べ
き
無
上
妙

道
あ
り
。
之
を
得

て
以

て
大
政

に
滲
與
し
之
を
得
て
以

て
外
交

に
施
し
之
を
得

て
以

て
軍
陣

に
臨

み
之

を

得

て
以

て
商
工
耕

作

に
從
事
せ
ば
、
往
く
と
し
て
善

か
ら
ざ

る
は
無
し
。
果
し
然
ら

ば
眞

の
文
明
は
我
國

に
現
出
し

て
、
赫

々
の

光
輝
を
地
球

の
表

に
揚
げ
ん
。
國
家

を
尊
嚴

に
し
、
政
治
を
稗

補
す

る
、
是

よ
り
大
な
る
は
な
し
。

(
鐵

舟

言

行

録

)
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